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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究で得られた成果は、金属ナノ粒子がその形状に依存して表面や粒子内部に局所格子ひずみ

が生ずることを、実験と理論の両面から初めて明らかにするとともに、レーザー光照射に伴う金ナ

ノロッドの原子レベルの構造変化についての重要な知見を与えており、ナノ構造科学ならびに材料

物性工学に寄与するところが大きい。よって、本論文は、博士（工学）の学位論文に値するものと

認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


